
 

 

「今月の一冊 ～わたしのすきな絵本～」（８月） 

 

 

 

 『ハナミズキのみち』 

                

 

 

 

内容のご紹介 

 

わすれない 3.11 いのちの道をつなげたい 

NHKニュースウォッチ９紹介で話題に 

東日本大震災の津波でわが子を亡くした母の切なる思いが一冊の絵本に 

東日本大震災で家族との思い出がつまった海に命を奪われた少年。悲しみに暮れる母に少年

の祈りの声が届く。みんなが二度と悲しまないように避難路にハナミズキを植えてと。復興

を願い、命のつながりを祈る絵本。          （矢祭もったいない図書館） 

文 淺沼 ミキ子 

絵 黒井 健   出版社：金の星社 

 

 

 

矢祭町長 佐川 正一郎 

矢祭町「子ども読書の街」づくり推進委員会委員長 

＜ご紹介者＞ 

わたしのすきな絵本 

 

 心に響く１冊の絵本です。 

平成２３年３月１１日東日本を襲う大震災が起

こりたくさんの命が奪われてしまいました。 

この悲しみから、生きることの大切さを知らさ

れます。 

私は、この年の６月に岩手県陸前高田市を訪れ

ました。津波で街が消えてしまい、松が１本ある

のみです。 

初めての光景でした。 

この絵本を読み当時を思いながら、深く考えさ

せられました。 

是非、読んで見てください。 


